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願い事
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6月定例会 68人
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ふじ わら あきら かわ な よし ぞう

たけ うち おさむ こ ばやし ち づ こ

たか さか じゅん こ やま なか おさ み
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一般質問の発言者………………………４
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③ ②

小野市議会だより小野市議会だより

一般会計補正予算の主な内 容
　今回の補正予算において、一般会計では、地域コミュニティの活性化を図るため
の特産品活用地域交流施設整備補助金や地域コミュニティ助成金、国の補助金を活
用した道路修繕事業を予算化しています。
　その他、ＪＲ加古川線青野ヶ原駅の周辺整備、ゴルフ場利用促進のための補助金、
白雲谷温泉「ゆぴか」の昨年度黒字額の積立経費及びシビックゾーン多目的広場整
備経費を措置しています。

内 容
ＪＲ駅周辺整備事業
ＪＲ加古川線青野ヶ原駅の周辺整備
道路点検・修繕事業
国の補助金を活用した舗装修繕事業の拡大
各種商工業団体助成等経費
市内ゴルフ場利用促進のための補助金
白雲谷温泉運営管理基金積立金
白雲谷温泉ゆぴかの黒字決算確定に伴う基金積立
特産品開発事業経費
JR粟生駅コミュニティレストランの再開にかかる支援
地域コミュニティ助成事業
地域コミュニティの活性化を図るため、真夏の雪イベントを実施
シビックゾーン多目的広場整備事業
イベント開催時の催し会場や駐車場等への活用を図る

担 当 課

総合政策部

道路河川課

産　業　課

観　光　課

地域交流推進課

コミュニティ
センターおおべ

まちづくり課

新規

追加

新規

追加

追加

新規

新規

補正額

5,000

23,000

1,500

22,200

1,600

1,000

57,200

補正後

5,000

78,000

1,500

23,500

2,600

1,000

57,200

（単位：千円）平成26年度 一般会計６月補正予算概要

補正総額　111,500千円

　

選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の

た
め
の
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
指
定
病
院
等
に

お
け
る
不
在
者
投
票
へ
の
外
部
立
会
人
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
伴
い
、
外
部
立
会

人
に
対
す
る
報
酬
額
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
。※

外
部
立
会
人
報
酬
額
：
１
日
に

つ
き
１
０
，
７
０
０
円
以
内

　

小
野
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
で
発
生
し
た

福
知
山
花
火
大
会
火
災
事
故
を
ふ
ま
え
た

消
防
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
祭
礼
、

縁
日
、
花
火
大
会
等
多
数
の
者
の
集
合
す

る
屋
外
の
催
し
に
お
け
る
防
火
管
理
体
制

の
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

〈
主
な
改
正
点
〉

・
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し
に
お
い
て

火
気
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
消
火
器

を
設
置
す
る
こ
と
。【
す
べ
て
の
催
し

が
該
当
】

・
多
数
の
者
の
集
合
す
る
屋
外
で
の
催
し

に
お
い
て
火
気
を
使
用
す
る
露
店
を
開

設
す
る
場
合
は
消
防
長
に
届
け
出
る
こ

と
。【
全
て
の
催
し
が
該
当
】

・
特
に
大
規
模
な
催
し（
国
基
準
の
来
場

者
10
万
人
以
上
で
か
つ
露
店
数
100
店
舗

以
上
に
準
ず
る
予
定
）で
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に
重

大
な
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
長
は

「
指
定
催
し
」
と
し
て
指
定
し
、
指
定

催
し
を
主
催
す
る
者
は
消
防
長
へ
「
火

災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計

画
」
の
提
出
を
義
務
付
け
。（
提
出
し

な
い
場
合
は
罰
則（
30
万
円
以
下
の
罰

金
）の
適
用
あ
り
）【
大
規
模
な
催
し
が

該
当
】

　

小
野
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共

済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
消
防
団
員
の
退
職
報
償

金
を
一
律
５
万
円
増
額
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

　

小
野
市
来
住
町（
県
道
小
野
志
方
線
）に

お
け
る
塵
芥
収
集
車
に
よ
る
車
両
及
び
人

身
事
故
に
関
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
確
定

し
和
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

〈
損
害
賠
償
の
額
及
び
和
解
事
項
〉

①
物
損
害
に
つ
い
て
市
の
損
害
金
１
，
３

５
５
，
０
０
０
円
、
相
手
方
の
損
害
金

１
６
８
，
９
５
０
円
と
し
、
過
失
割
合

90（
市
）：
10（
相
手
方
）に
よ
り
賠
償
を

行
い
、
市
は
相
手
方
に
対
し
１
５
２
，

０
５
５
円
を
、
相
手
方
は
市
に
対
し
１

３
５
，
５
０
０
円
を
支
払
う
。

②
市
は
相
手
方
の
人
身
損
害
に
つ
い
て
金

８
１
５
，
０
３
３
円
の
支
払
義
務
が
あ

る
こ
と
を
認
め
、
前
号
と
の
合
計
金
額

９
６
７
，
０
８
８
円
を
相
手
方
に
対
し

支
払
う
。

　

小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
黒
川
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
道

路
整
備
に
よ
る
も
の
】

①
市
道
１
７
４
６
号
線

Ｌ
＝
１
７
．
７
ｍ　

黒
川
町

②
市
道
１
７
４
７
号
線

Ｌ
＝
２
５
８
．０
ｍ　

黒
川
町

③
市
道
１
７
４
８
号
線

Ｌ
＝
５
６
．
８
ｍ　

黒
川
町

④
市
道
１
７
４
９
号
線

Ｌ
＝
５
３
．
２
ｍ　

黒
川
町

⑤
市
道
１
７
５
０
号
線

Ｌ
＝
３
０
．
２
ｍ　

黒
川
町

⑥
市
道
１
７
５
１
号
線

Ｌ
＝
８
３
．
４
ｍ　

黒
川
町

【
開
発
事
業
に
伴
う
寄
附
に
よ
る
も
の
】

⑦
市
道
１
７
５
２
号
線

Ｌ
＝
５
３
．
７
ｍ　

天
神
町

⑧
市
道
１
７
５
３
号
線

Ｌ
＝
４
６
．
５
ｍ　

天
神
町

【
県
道
神
戸
加
東
線
の
開
通
に
伴
う
接
続

に
よ
る
も
の
】

⑨
市
道
６
３
５
６
号
線

Ｌ
＝
３
５
．
３
ｍ　

中
谷
町

　

小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

市
道
１
７
４
１
号
線　

Ｌ
＝
８
８
．
０

ｍ（
延
伸
距
離
＝
６
９
．
１
ｍ
）　

黒
川
町

　

黒
川
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
接

続
道
路
の
終
点
位
置
の
変
更
に
よ
る
も
の
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
人
権
擁
護
委
員
の
中
家
康
博
氏
、
光

英
肇
明
氏
及
び
河
嶋
律
子
氏
の
任
期
が
、

平
成
26
年
12
月
31
日
に
満
了
す
る
の
で
、

そ
の
後
任
と
し
て
新
た
に
岩
本
文
男
氏
、

田
中
賢
治
氏
及
び
河
嶋
律
子
氏（
再
任
）を

推
薦
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
多
目
的
広
場
整
備
事

業
用
地
と
し
て
土
地
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

所
在
地　

小
野
市
中
島
町
５
３
４
番

　
　
　
　

他
３
筆

面

積　

８
，
９
２
７
㎡

取
得
金
額　
２
億
６
，６
６
７
万
４
，８
０
０
円

　

持
続
的
成
長
に
つ
な
が
る
安
心
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
労
働
法
制
の
整
備
を
求

め
る
意
見
書

　

こ
の
意
見
書
は
、
採
決
の
結
果
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
小
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　

５
４
，
３
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
９
，
０
７
４
，
３
０
０
千
円

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

6月
定例会
6月
定例会

平
成
26
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
２
４
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　

３
，
６
３
８
，
０
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
５
７
，
２
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
９
，
１
３
１
，
５
０
０
千
円

改
正
さ
れ
た
条
例

改
正
さ
れ
た
条
例

改
正
さ
れ
た
条
例

改
正
さ
れ
た
条
例

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
26
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
及
び
人
事
案
件
な

ど
を
含
む
議
案
11
件
を
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
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一般会計補正予算の主な内容
　今回の補正予算において、一般会計では、地域コミュニティの活性化を図るため
の特産品活用地域交流施設整備補助金や地域コミュニティ助成金、国の補助金を活
用した道路修繕事業を予算化しています。
　その他、ＪＲ加古川線青野ヶ原駅の周辺整備、ゴルフ場利用促進のための補助金、
白雲谷温泉「ゆぴか」の昨年度黒字額の積立経費及びシビックゾーン多目的広場整
備経費を措置しています。

内 容
ＪＲ駅周辺整備事業
ＪＲ加古川線青野ヶ原駅の周辺整備
道路点検・修繕事業
国の補助金を活用した舗装修繕事業の拡大
各種商工業団体助成等経費
市内ゴルフ場利用促進のための補助金
白雲谷温泉運営管理基金積立金
白雲谷温泉ゆぴかの黒字決算確定に伴う基金積立
特産品開発事業経費
JR粟生駅コミュニティレストランの再開にかかる支援
地域コミュニティ助成事業
地域コミュニティの活性化を図るため、真夏の雪イベントを実施
シビックゾーン多目的広場整備事業
イベント開催時の催し会場や駐車場等への活用を図る

担 当 課

総合政策部

道路河川課

産　業　課

観　光　課

地域交流推進課

コミュニティ
センターおおべ

まちづくり課

新規

追加

新規

追加

追加

新規

新規

補正額

5,000

23,000

1,500

22,200

1,600

1,000

57,200

補正後

5,000

78,000

1,500

23,500

2,600

1,000

57,200

（単位：千円）平成26年度 一般会計６月補正予算概要

補正総額　111,500千円

　

選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の

た
め
の
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
指
定
病
院
等
に

お
け
る
不
在
者
投
票
へ
の
外
部
立
会
人
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
伴
い
、
外
部
立
会

人
に
対
す
る
報
酬
額
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
。※

外
部
立
会
人
報
酬
額
：
１
日
に

つ
き
１
０
，
７
０
０
円
以
内

　

小
野
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
で
発
生
し
た

福
知
山
花
火
大
会
火
災
事
故
を
ふ
ま
え
た

消
防
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
祭
礼
、

縁
日
、
花
火
大
会
等
多
数
の
者
の
集
合
す

る
屋
外
の
催
し
に
お
け
る
防
火
管
理
体
制

の
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

〈
主
な
改
正
点
〉

・
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し
に
お
い
て

火
気
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
消
火
器

を
設
置
す
る
こ
と
。【
す
べ
て
の
催
し

が
該
当
】

・
多
数
の
者
の
集
合
す
る
屋
外
で
の
催
し

に
お
い
て
火
気
を
使
用
す
る
露
店
を
開

設
す
る
場
合
は
消
防
長
に
届
け
出
る
こ

と
。【
全
て
の
催
し
が
該
当
】

・
特
に
大
規
模
な
催
し（
国
基
準
の
来
場

者
10
万
人
以
上
で
か
つ
露
店
数
100
店
舗

以
上
に
準
ず
る
予
定
）で
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に
重

大
な
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
長
は

「
指
定
催
し
」
と
し
て
指
定
し
、
指
定

催
し
を
主
催
す
る
者
は
消
防
長
へ
「
火

災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計

画
」
の
提
出
を
義
務
付
け
。（
提
出
し

な
い
場
合
は
罰
則（
30
万
円
以
下
の
罰

金
）の
適
用
あ
り
）【
大
規
模
な
催
し
が

該
当
】

　

小
野
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共

済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
消
防
団
員
の
退
職
報
償

金
を
一
律
５
万
円
増
額
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

　

小
野
市
来
住
町（
県
道
小
野
志
方
線
）に

お
け
る
塵
芥
収
集
車
に
よ
る
車
両
及
び
人

身
事
故
に
関
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
確
定

し
和
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

〈
損
害
賠
償
の
額
及
び
和
解
事
項
〉

①
物
損
害
に
つ
い
て
市
の
損
害
金
１
，
３

５
５
，
０
０
０
円
、
相
手
方
の
損
害
金

１
６
８
，
９
５
０
円
と
し
、
過
失
割
合

90（
市
）：
10（
相
手
方
）に
よ
り
賠
償
を

行
い
、
市
は
相
手
方
に
対
し
１
５
２
，

０
５
５
円
を
、
相
手
方
は
市
に
対
し
１

３
５
，
５
０
０
円
を
支
払
う
。

②
市
は
相
手
方
の
人
身
損
害
に
つ
い
て
金

８
１
５
，
０
３
３
円
の
支
払
義
務
が
あ

る
こ
と
を
認
め
、
前
号
と
の
合
計
金
額

９
６
７
，
０
８
８
円
を
相
手
方
に
対
し

支
払
う
。

　

小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
黒
川
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
道

路
整
備
に
よ
る
も
の
】

①
市
道
１
７
４
６
号
線

Ｌ
＝
１
７
．
７
ｍ　

黒
川
町

②
市
道
１
７
４
７
号
線

Ｌ
＝
２
５
８
．０
ｍ　

黒
川
町

③
市
道
１
７
４
８
号
線

Ｌ
＝
５
６
．
８
ｍ　

黒
川
町

④
市
道
１
７
４
９
号
線

Ｌ
＝
５
３
．
２
ｍ　

黒
川
町

⑤
市
道
１
７
５
０
号
線

Ｌ
＝
３
０
．
２
ｍ　

黒
川
町

⑥
市
道
１
７
５
１
号
線

Ｌ
＝
８
３
．
４
ｍ　

黒
川
町

【
開
発
事
業
に
伴
う
寄
附
に
よ
る
も
の
】

⑦
市
道
１
７
５
２
号
線

Ｌ
＝
５
３
．
７
ｍ　

天
神
町

⑧
市
道
１
７
５
３
号
線

Ｌ
＝
４
６
．
５
ｍ　

天
神
町

【
県
道
神
戸
加
東
線
の
開
通
に
伴
う
接
続

に
よ
る
も
の
】

⑨
市
道
６
３
５
６
号
線

Ｌ
＝
３
５
．
３
ｍ　

中
谷
町

　

小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

市
道
１
７
４
１
号
線　

Ｌ
＝
８
８
．
０

ｍ（
延
伸
距
離
＝
６
９
．
１
ｍ
）　

黒
川
町

　

黒
川
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
接

続
道
路
の
終
点
位
置
の
変
更
に
よ
る
も
の
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
人
権
擁
護
委
員
の
中
家
康
博
氏
、
光

英
肇
明
氏
及
び
河
嶋
律
子
氏
の
任
期
が
、

平
成
26
年
12
月
31
日
に
満
了
す
る
の
で
、

そ
の
後
任
と
し
て
新
た
に
岩
本
文
男
氏
、

田
中
賢
治
氏
及
び
河
嶋
律
子
氏（
再
任
）を

推
薦
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
多
目
的
広
場
整
備
事

業
用
地
と
し
て
土
地
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

所
在
地　

小
野
市
中
島
町
５
３
４
番

　
　
　
　

他
３
筆

面

積　

８
，
９
２
７
㎡

取
得
金
額　
２
億
６
，６
６
７
万
４
，８
０
０
円

　

持
続
的
成
長
に
つ
な
が
る
安
心
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
労
働
法
制
の
整
備
を
求

め
る
意
見
書

　

こ
の
意
見
書
は
、
採
決
の
結
果
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
小
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　

５
４
，
３
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
９
，
０
７
４
，
３
０
０
千
円

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

6月
定例会
6月
定例会

平
成
26
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
２
４
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　

３
，
６
３
８
，
０
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
５
７
，
２
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
９
，
１
３
１
，
５
０
０
千
円

改
正
さ
れ
た
条
例

改
正
さ
れ
た
条
例

改
正
さ
れ
た
条
例

改
正
さ
れ
た
条
例

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
26
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
及
び
人
事
案
件
な

ど
を
含
む
議
案
11
件
を
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
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④

河
島
三
奈
議
員

・
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ
い
て

・
小
野
市
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
地
産
地
消
の
取
組
に
つ
い
て

・
粟
生
駅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て

藤
原　

章
議
員

・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

・
ひ
と
り
親
へ
の
支
援
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

・
消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

竹
内　

修
議
員

・
議
案
第
45
号　

小
野
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
青
少
年
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
」
対
策
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・
市
制
60
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

・
自
治
会
役
員
女
性
参
画
推
進
事
業
に
つ
い
て

髙
坂
純
子
議
員

・「
小
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
作
成

に
つ
い
て

・
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
の
災
害
時
に
お
け
る
避
難
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
介
護
保
険
制
度
の
今
後
に
つ
い
て

・
小
野
市
型
方
針
管
理
制
度
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
防
災
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

・
自
治
体
間
連
携
に
つ
い
て

一
般
質
問
発
言
者

一
般
質
問
発
言
者

一
般
質
問
発
言
者

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」か
らも、議会の様子をご覧いただけます。
ＨＰアドレス：http://www.ono-sigikai. jp/

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」か
らも、議会の様子をご覧いただけます。
ＨＰアドレス：http://www.ono-sigikai. jp/

（一般質問は発言した議員が編集しました）

平成26年

6月定例会
平成26年

6月定例会
平成26年

6月定例会
平成26年

6月定例会
じゃがいも・玉ねぎ、いっぱいとれたよ！

（わか松幼稚園）
じゃがいも・玉ねぎ、いっぱいとれたよ！

（わか松幼稚園）



⑤

小野市議会だより

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ
い
て

　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
に

つ
い
て
の
設
定
及
び
各
委
員
に
期
待
す
る

こ
と
は
。

　
　
　

本
会
議
は
、
保
護
者
、
支
援
者
、

学
識
者
、
支
援
に
関
心
の
あ
る
者
、
支
援

に
特
に
関
係
の
あ
る
団
体
等
か
ら
選
出
さ

れ
、
各
委
員
の
選
出
分
野
、
専
門
分
野
等

か
ら
会
議
で
の
積
極
的
な
ご
発
言
や
活
発

な
議
論
を
し
て
頂
き
、
小
野
市
ら
し
さ
が

盛
り
込
ま
れ
た
「
小
野
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
が
策
定
で
き
る
こ
と

共
に
計
画
の
進
捗
状
況
の
検
証
、
評
価
等

に
多
角
的
な
視
点
で
取
り
組
ん
で
頂
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。　

（
市
当
局
）

　
　
　

内
閣
府
が
紹
介
し
て
い
る
地
方
版

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
効
果
的
・
効
率

的
に
運
営
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
小
野
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
独
自
ポ

イ
ン
ト
は
あ
る
か
。

　
　
　

各
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
相
応
に
対

応
し
て
い
る
。
情
報
の
公
開
に
関
し
て
は
、

現
時
点
に
お
い
て
は
暫
定
的
で
今
後
の
審

議
過
程
で
調
整
等
を
要
す
る
事
項
も
多
数

あ
る
の
で
、
一
定
の
成
案
が
得
ら
れ
た
段

階
で
随
時
、
公
開
・
発
信
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
本
年
十
一
月
頃
を
目
途
に

新
計
画
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
多
角
的
な
視
点
で
の
計
画
策
定
に

努
め
る
。
な
お
、
小
野
市
独
自
の
ポ
イ
ン

ト
は
現
時
点
で
は
特
に
な
い
。（
市
当
局
）

小
野
市
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
に
お
い
て
子
供
達
が
自
ら

考
え
判
断
す
る
自
立
し
た
主
権
者
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

小
学
三
年
生
か
ら
、
中
学
三
年
生

ま
で
段
階
的
か
つ
教
育
活
動
全
体
で
展
開

し
て
い
る
。
今
後
も
知
識
の
習
得
だ
け
で

な
く
社
会
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り
、

世
界
に
通
用
す
る
子
ど
も
が
育
つ
よ
う
な

教
育
を
目
指
し
て
ゆ
く
。　

（
教
育
長
）

地
産
地
消
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　

持
続
可
能
社
会
の
実
現
の
為
に
は

農
地
を
荒
廃
さ
せ
ず
、
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
が
、
今
後
、
小
野
市
の

農
地
を
維
持
し
、
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
問
う
。

　
　
　

担
い
手
が
い
な
く
な
っ
て
い
く
農

地
の
集
積
化
を
推
進
し
、
集
積
化
さ
れ
た

農
地
に
お
い
て
、
儲
か
る
農
業
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

儲
か
る
農
業
の
実
現
の
た
め
に
は
、
農
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
行
い
、
高
付
加
価
値

の
農
産
品
の
生
産
、
販
売
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

は
、
特
産
品
の
開
発
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
化
産
品
、
特
産
品
の

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
者
の
物
作
り

に
か
け
る
意
欲
と
工
夫
、
情
熱
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
今
後
、
情
熱
を

持
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
生
産
者
に
対
し
て
、

積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
当
局
）

粟
生
駅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン

に
つ
い
て

　
　
　

閉
店
後
約
半
年
を
経
て
、
粟
生
駅

前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
予
定
と
伺
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
形
態
と
異
な

る
点
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
の
存
在
に
変
わ
り
が
な
い
も
の
か
を
問

う
。

　
　
　

粟
生
駅
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス

ト
ラ
ン
は
、
７
月
20
日
「
あ
お
メ
ル
カ
ー

ト
野
菜
ご
は
ん
」
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
コ
ミ
レ
ス
に
あ
っ
て

は
、
従
来
の
よ
う
に
地
元
住
民
の
方
々
が

地
域
活
動
と
し
て
運
営
す
る
形
態
で
は
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
提
供
と

い
う
目
的
を
継
続
的
に
実
現
す
る
た
め
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
個
人
が

運
営
す
る
形
態
を
と
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

改
革
ク
ラ
ブ

河
島
三
奈
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

山
本
悟
朗
議
員



⑥

小野市議会だより

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

市
営
住
宅
に
つ
い
て

　
　
　

市
営
住
宅
整
備
は
市
民
の
住
居
確

保
と
と
も
に
、
若
者
支
援
や
高
齢
者
・
低

所
得
者
・
母
子
家
庭
な
ど
福
祉
面
に
も
配

慮
す
べ
き
だ
と
思
う
が
整
備
・
運
営
の
基

本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

　
　
　

公
営
住
宅
法
の
基
本
理
念
に
は
指

摘
さ
れ
た
福
祉
面
が
入
っ
て
お
り
、
法
の

理
念
に
そ
っ
て
す
す
め
る
。
（
市
当
局
）

　
　
　

古
い
入
居
募
集
停
止
住
宅
の
補
修

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

日
常
生
活
で
の
支
障
の
有
無
を
確

認
し
つ
つ
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
費
用
対

効
果
を
検
証
し
な
が
ら
今
後
も
今
ま
で
同

様
に
実
施
す
る
。　
　
　
　

（
市
当
局
）

ひ
と
り
親
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
へ
の
支
援

策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

生
活
自
立
の
支
援
策
と
し
て
教

育
訓
練
、
高
等
職
業
訓
練
、
就
労
支
援

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
生
活
支
援
と
し
て
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
育

児
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
利
用
で

き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

　
　
　

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
と

は
ど
ん
な
内
容
か
。

　
　
　

こ
の
貸
付
制
度
に
は
、
修
学
、
就

学
支
度
、
就
業
支
度
、
修
業
、
技
能
習
得
、

事
業
開
始
、
事
業
継
続
、
医
療
介
護
、
生

活
、
結
婚
、
住
宅
、
転
宅
の
12
種
類
あ
る
。

利
用
が
多
い
の
は
修
学
資
金
、
就
学
支
度

資
金
で
す
。　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

　
　
　
「
母
子
自
立
相
談
」
の
利
用
状
況

と
、
相
談
で
き
る
内
容
を
問
う
。

　
　
　

平
成
25
年
度
の
相
談
件
数
は
母

子
・
父
子
で
合
計
７
１
６
件
で
あ
っ
た
。

相
談
は
ひ
と
り
親
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ

と
な
ら
内
容
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
相
談

員
が
対
応
し
て
い
る
。　
　

（
市
当
局
）

　
　
　

３
月
の
条
例
改
正
に
よ
り
母
子
家

庭
等
医
療
費
助
成
で
多
く
の
人
が
対
象
外

に
な
る
が
、
小
野
市
独
自
の
制
度
と
し
て

助
成
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

子
育
て
世
帯
間
の
不
均
衡
を
是
正

す
る
た
め
の
制
度
改
正
で
あ
り
、
現
時
点

で
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。
（
市
当
局
）

地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

　
　
　

認
知
症
対
策
が
大
き
な
柱
の
ひ
と

つ
と
な
る
が
、
認
知
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

今
年
度
は
、
新
規
に
「
認
知
症
相

談
・
早
期
発
見
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
各

町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
な
ど
、
希
望
さ
れ
る
地

域
の
公
民
館
に
出
向
き
、
介
護
予
防
教
室

開
催
と
あ
わ
せ
認
知
症
の
正
し
い
理
解
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う

普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。（市

当
局
）

　
　
　

在
宅
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
つ

い
て

　
　
　

本
市
で
は
介
護
保
険
制
度
発
足
当

時
か
ら
保
健
事
業
、
医
療
保
険
、
介
護
保

険
及
び
地
域
医
療
の
連
携
強
化
と
効
果
的

な
事
業
展
開
を
目
指
し
、
小
野
加
東
医
師

会
と
小
野
市
で
「
地
域
医
療
連
絡
会
」
を

年
１
回
開
催
し
、
様
々
な
検
討
を
重
ね
、

更
な
る
充
実
に
務
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
年
度
か
ら
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
新
た
な
「
地
域
包

括
ケ
ア
連
絡
会
」
を
立
ち
上
げ
在
宅
に
お

け
る
地
域
課
題
の
検
討
や
在
宅
支
援
チ
ー

ム
の
強
化
な
ど
、
地
域
の
受
け
皿
に
つ
い

て
の
検
討
を
予
定
し
、
更
な
る
連
携
強
化

に
取
組
む
。　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

小
・
中
学
校
で
の
消
費
者
教
育
に

つ
い
て

　
　
　

本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、

家
庭
科
で
の
学
習
を
軸
に
、
各
教
科
、
道

徳
、
特
別
活
動
等
、
様
々
な
場
面
で
消
費

者
教
育
に
つ
な
が
る
学
習
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
総
合
的
に
関
連
づ
け
る

と
と
も
に
、
学
ん
だ
知
識
を
児
童
生
徒
の

生
活
を
か
ら
め
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
消

費
者
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
行
く
。　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
長
）

　
　
　

地
域
・
家
庭
へ
の
消
費
者
教
育
に

つ
い
て

　
　
　

今
年
度
か
ら
「
出
前
講
座
」
を
重

点
的
に
行
い
、
自
治
会
単
位
、
サ
ー
ク
ル

単
位
、
友
達
・
仲
間
な
ど
、
受
講
者
が
２

〜
３
人
の
場
合
で
も
出
向
い
て
消
費
者
教

育
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。（
市
当
局
）

日
本
共
産
党

藤

原　

章
議
員

公　

明　

党

川
名
善
三
議
員
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小野市議会だより

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

議
案
第
45
号
小
野
市
火
災
予
防
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　
　

条
例
18
条
第
１
項
第
９
号
の
２
に

規
定
さ
れ
る
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、

展
示
会
そ
の
他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る

催
し
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

か
伺
う
。

　
　
　

第
18
条
第
１
項
第
９
号
の
２
は
、

祭
礼
な
ど
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し

に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

初
期
消
火
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
火
気
器
具
を
使
用
す
る
者
に
対
し
消

火
器
の
準
備
を
義
務
付
け
た
も
の
で
す
。

　

国
が
示
し
て
い
る
運
用
基
準
に
よ
る
も

の
で
、
個
人
的
な
、
ま
た
相
互
に
面
識
の

あ
る
者
が
参
加
す
る
よ
う
な
催
し
に
つ
い

て
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
（
市
当
局
）

青
少
年
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依

存
」
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
指
導
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う

　
　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
普
及
に
よ
り
便
利
に

な
っ
た
半
面
、
長
時
間
使
用
に
よ
る
悪
影

響
い
わ
ゆ
る
『
ネ
ッ
ト
依
存
』
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
が
、
近
々

学
会
で
発
表
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
知
見
を
教
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
使
用
す
る
時
間
が
問
題
で

し
た
が
、
ネ
ッ
ト
使
用
時
間
が
長
け
れ
ば

ま
っ
た
く
勉
強
を
し
な
い
者
と
同
じ
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
マ
ホ
や
携
帯
を
使
え

ば
使
う
ほ
ど
勉
強
を
し
て
覚
え
た
こ
と
を

す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

現
在
、
校
長
会
等
で
対
策
を
協
議
し
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
あ
ら
ゆ
る
広
報
で
啓
発

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

（
教
育
長
）

市
制
六
十
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

　
　
　

市
制
六
十
周
年
の
節
目
の
年
に
行

わ
れ
ま
す
記
念
行
事
①
記
念
式
典
、
②

小
野
ま
つ
り
、
③
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ

い
て
具
体
的
内
容
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

①
の
十
二
月
一
日
の
記
念
式
典
で

は
、
市
政
功
労
者
の
方
々
へ
の
表
彰
式
等

行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
制
六
十
周
年
記
念

版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
等
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
②
の
小
野
ま
つ
り
で
は
、

一
日
目
の
花
火
を
五
百
発
増
や
し
五
千
五

百
発
に
、
６
号
玉
の
花
火
を
六
十
発
連
続

で
打
ち
上
げ
る
な
ど
、
よ
り
華
や
か
な
祭

り
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
③
の

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
十
二
月
七
日
日

曜
日
に
「
小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１

４
、
冬
の
お
の
恋
チ
ャ
リ
テ
ィ―

ハ
ー

フ
」
と
称
し
、
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

を
九
時
三
十
分
に
、
兵
庫
県
警
の
女
性
白

バ
イ
隊
二
台
に
よ
る
先
導
で
発
走
し
ま
す
。

六
千
人
規
模
の
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に
、
沿
道

声
援
等
を
通
じ
て
、「
走
・
援
」
一
体
の

事
業
と
し
て
無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
と
共

に
盛
り
上
げ
共
に
楽
し
め
る
事
業
と
な
る

よ
う
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
市
当
局
）

自
治
会
役
員
女
性
参
画
推
進
事
業

に
つ
い
て

　
　
　

二
年
目
を
迎
え
た
現
在
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
制
度
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
防
災
・
減
災
な
ど
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
即
し
た
地
域
の
再
構
築
と
、
継
続
的
な

女
性
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
一
番
身
近
な
組
織
で
あ
る

自
治
会
組
織
に
女
性
役
員
を
登
用
す
る
事

に
対
し
、
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

二
年
目
を
迎
え
た
今
で
は
市
内
89
自
治
会

中
、
19
自
治
会
が
賛
同
さ
れ
、
女
性
登
用

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
継
続
の

是
非
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
動
向
を
見
極

め
検
討
し
ま
す
。　

（
市
当
局
・
市
長
）

公　

明　

党

竹

内　

修
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
林
千
津
子
議
員
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答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

「
小
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
作
成
に
つ
い
て

　
　
　

事
業
計
画
参
考
の
た
め
に
、
就
学

前
及
び
小
学
生
児
童
の
保
護
者
す
べ
て

（
４
，
５
１
５
人
）
を
対
象
に
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
課
題

や
期
待
を
問
う
。

　
　
　

近
隣
や
友
人
な
ど
周
囲
の
人
に
支

え
ら
れ
て
子
育
て
を
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
保
護
者
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、
子

育
て
の
負
担
を
和
ら
げ
る
直
接
的
な
支
援

施
策
の
提
供
や
、
地
域
に
お
け
る
支
援
体

制
の
構
築
を
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の

と
感
じ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
６

月
末
を
目
標
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て

　
　
　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
父
親
の
子
育
て
へ
の

参
加
は
必
然
の
こ
と
で
あ
る
。
小
野
市
男

性
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
。

市
内
の
企
業
を
訪
問
し
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
大

き
な
関
心
や
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

　
　
　

男
女
・
家
族
の
あ
り
様
、
環
境
等

こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
に

も
繋
が
る
。
取
得
し
た
く
て
も
で
き
な
い

状
況
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

障
が
い
者
の
災
害
時
避
難
に
つ
い
て

　
　
　

障
が
い
が
異
な
る
ほ
ど
多
様
な
対

応
が
必
要
に
な
る
。
障
が
い
に
応
じ
た
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
思
う
が
考
え
を

問
う
。

　
　
　

災
害
時
要
援
護
者
の
身
体
状
況
に

応
じ
た
多
様
な
避
難
誘
導
方
法
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
も
、
個
別
具
体
的
に
計
画

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
市
当
局
）

　
　
　

音
声
機
能
付
き
携
帯
電
話
を
利
用

す
る
方
も
多
い
が
「
安
全
安
心
メ
ー
ル
」

の
拡
大
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

取
り
か
か
る
。　
　

（
市
当
局
）

介
護
保
険
制
度
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　

２
０
２
５
年
団
塊
の
世
代
が
75
歳

に
な
り
、
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
と
き

の
介
護
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
想
定
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
骨
子
は
。

　
　
　

今
後
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
国

の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
か
ら
、
検
討
す

る
た
め
、
現
時
点
で
は
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
厚
労
省
の
試
算
で
は
、
２
０

２
５
年
度
全
国
平
均
額
は
８
，
２
０
０
円

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針

を
受
け
、
今
夏
か
ら
着
手
の
予
定
で
す
。

骨
子
は
５
点
あ
り
、
１
点
目
は
２
０
２
５

年
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
水
準
の
推
計
。

２
点
目
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
方
向
性
の
提
示
。
３
点
目
は
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
。
４
点
目
は
医
療
・

介
護
連
携
・
認
知
症
施
策
の
推
進
。
５
点

目
は
住
ま
い
の
方
向
性
の
提
示
で
す
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
事
業
計
画
策
定
に
係
る
小

野
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
を
７
月
か
ら

５
回
開
催
し
、
計
画
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

小
野
市
型
方
針
管
理
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

制
度
の
経
緯
と
位
置
付
け
に
つ
い

て
　
　
　

位
置
付
け
は
今
日
の
小
野
市
行
政

経
営
の
「
基
幹
シ
ス
テ
ム
」
の
１
つ
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
仕
事
へ
の
動
機
付
け
、
部

下
と
上
司
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸

成
な
ど
と
共
に
職
員
の
意
識
改
革
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
経
緯
に

つ
い
て
は
平
成
12
年
度
に
管
理
職
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
対
象
者
を
拡
大
し
て

い
き
、
今
は
主
務
級
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
勤
勉
手
当
へ
の
反
映
、
管
理
職
を

対
象
に
査
定
昇
給
制
度
と
い
っ
た
人
事
評

価
と
の
連
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。（

市
当
局
）

市
民
ク
ラ
ブ

髙
坂
純
子
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

山
中
修
己
議
員
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答
弁

質
問

質
問

答
弁

防
災
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
の
防
災
理
念
、
及
び
防
災

教
育
へ
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

災
害
に
対
し
、「
悲
観
的
に
準
備

し
楽
観
的
に
対
応
す
る
」
と
い
う
理
念
の

基
、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
災
害
か

ら
自
分
た
ち
の
身
を
守
る
た
め
「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
の
大
切
さ
を
今
一
度

認
識
し
て
頂
き
、
加
え
て
危
険
個
所
や
避

難
所
の
確
認
を
し
て
お
く
必
要
性
を
学
ん

で
頂
い
て
お
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小

野
市
と
な
る
よ
う
研
修
等
を
続
け
て
い
く
。

﹇
参
考
﹈
研
究
者
の
発
表
で
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
に
お
い
て
約
８
割
の
方
が
、
近

隣
住
民
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
。

（
市
当
局
・
市
長
）

自
治
体
間
連
携
に
つ
い
て

　
　
　

自
治
体
間
連
携
の
方
向
性
、
及
び

可
能
性
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

人
口
減
少
と
超
少
子
高
齢
化
と
い

う
ジ
ャ
パ
ン
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
な
か
、
よ

り
高
度
で
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
低
コ
ス

ト
で
提
供
す
る
た
め
の
手
法
の
ひ
と
つ
が

自
治
体
間
連
携
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て

利
益
を
も
た
ら
す
連
携
に
つ
い
て
は
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
民

ニ
ー
ズ
が
多
種
多
様
化
、
高
度
化
し
て
い

る
な
か
で
、
目
先
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

長
期
的
・
大
局
的
な
視
点
を
も
っ
て
、
効

果
的
・
効
率
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
取
組
み
、
特
性
や
独
自
性
、
個
性
を

打
ち
出
し
た
方
が
良
い
も
の
に
つ
い
て
は

独
自
で
取
組
む
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
探
っ
て
い
く
。

　

今
後
、
浄
谷
黒
川
丘
陵
地
、
北
播
磨
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
等
に
つ
い
て
も
、

兵
庫
県
等
と
広
域
的
な
視
点
で
連
携
し
、

小
野
市
と
連
携
自
治
体
が
、
有
益
な
戦
略

に
よ
る
相
互
依
存
関
係
を
構
築
し
て
い
く
。

（
市
長
）

市
民
ク
ラ
ブ

前
田
光
教
議
員

◎総務文教常任委員会◎
議案第42号　平成26年度小野市一般会計補正予算（第１号）
議案第44号　選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について
議案第45号　小野市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
議案第46号　小野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条

例の一部を改正する条例の制定について
審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。

◎民生地域常任委員会◎
議案第42号　平成26年度小野市一般会計補正予算（第１号）
議案第43号　平成26年度小野市介護保険特別会計補正予算（第１号）
議案第47号　損害賠償額の決定及び和解について
議案第48号　小野市道路線の認定について
議案第49号　小野市道路線の変更について
議案第51号　平成26年度小野市一般会計補正予算（第２号）
議案第52号　土地の取得について
審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。

《各常任委員会に付託された議案》 　

６
月
定
例
会
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託

さ
れ
た
議
案
及
び
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告
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①新潟県長岡市
シティホールプラザ「アオーレ長岡」について
　シティホールプラザ「アオ̶レ長岡」は市役所、「アリーナ」、「ナカドマ」（中土間：屋根付き広
場）が一体となった複合施設である。JR長岡駅前
に位置し、駅からは陸橋で繋がっている。旧庁舎は
耐震度が低く、合併を３度してきており、７箇所に
本庁組織が分散して不便であったこと、駅前に1.5
ヘクタールの土地があったこと、中心市街地の活性
化が熱望されていたことなどから、これらの機能を
融合する目的で平成24年に建てられた。建築費は
131億円と破格であるが、これだけの機能を有した
新しい公共の場として考えると、有効であると感
じた。因みに「アオーレ」とは方言で、「会おう
よ」という意味である。

②新潟県燕市
「新庁舎建設事業」について

　燕市の新庁舎は、長岡市とは正反対で、田んぼの
真ん中にあった。平成25年に建てられた庁舎は、１
市２町の合併により、全体の中央である農業振興地
域農用地区域に位置している。総事業費は50億円、
４階建て、鉄筋コンクリート構造で、免震構造を有
し、防災拠点にもなっていることから屋上にヘリ
ポートもある。また、環境にも配慮されており、建
築環境総合性能評価システム（ＣＡＳＢＥＥ）の最
高評価Ｓランクを取得している。ＴＱＣ（全庁的品
質管理）を導入されており、職員の机周りがスッ
キリしていたのが、印象的であった。

③新潟県新潟市
「地域と学校パートナーシップ事業」について
　平成19年度小学校８校からスタートされたこの事業は、平成25年度から小中学校等全172校が実施に
至っている。地域の活動と学校行事、学校教育など
全てが「地域教育コーディネーター」という名のボ
ランティアの人達によって、結びつけられている事
業である。この事業に関わった人は平成25年度では
延べ25万人とのことで漸増している。副産物として、
学校区内の全ての行事が網羅されたカレンダーがで
きたり、子どもや孫のいない人達まで、学校と関わ
りを持ったりしてきているという。地域が１つの
絆で結びついていくというような広がりの可能性
を感じた。素晴らしい取り組みである。

総務文教常任委員会行政視察報告総務文教常任委員会行政視察報告
平成26年7月9日（水）～7月11日（金）
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民生地域常任委員会行政視察報告民生地域常任委員会行政視察報告
平成26年7月16日（水）～7月18日（金）

①岩手県北上市
企業誘致について
　もともとは主産業が農業であった地域であったが、
昭和の初期より地域の発展のためには工業を中心と
した産業の振興が不可欠とし、工場誘致による産業
と雇用の拡大を目指してきた。昭和14年には工場誘
致に伴う人材育成のため、県に工業学校の誘致を強
力に陳情し県下２番目の工業学校の創立が実現。昭
和29年、企業誘致のために１町６村が合併し北上市
が誕生すると同時に工場誘致条例を制定、当時の市
長のトップセールスと高度経済成長の時代背景もあ
り、昭和40年代以降より企業進出が急速に進んだ。現在８つの工業団地、流通基地、産業業務団地に
250社が立地し、製造品出荷額等の工業統計においても県下トップクラスを誇っている。

②秋田県横手市
「健康の駅」推進事業について

　横手市の高齢化率は30％を超えており、新規の要
介護認定者数を減少させ、元気な高齢者を増やすこ
とが重要であることから平成15年度より健康の駅推
進機構が認定する健康をテーマとした交流拠点「健
康の駅」への検討を開始、現在主に専門の運動指導
員が常駐する「大規模健康の駅」が３箇所、小学校
跡や公民館を利用した専門の指導員を派遣する地域
密着型の「中・小規模健康の駅」が76箇所設置され
ている。大規模駅ではトレーニング機器を使用した
有酸素運動や筋力トレーニングを行い、中・小規
模駅では健康体操や講座を中心とした健康づくり
を行っている。

③秋田県湯沢市
安心生活創造事業及び
地域包括ケア推進事業について
　平成21年度から平成23年度の３年間にわたり、厚
生労働省社会援護局地域福祉課の指定事業として、
①支援を必要とする人々とそのニーズを把握、②支
援を必要とする人がもれなくカバーされる体制つく
り、③それを支える安定的な地域の自主財政確保の
三原則について取り組んだもの。市域を４つの在宅
介護支援センターごとにエリア分けを行い、対象者
がもれなく把握され適切な支援ができる体制を整え
るとともに「生活・介護支援サポーター」を養成し、高齢者や公的サービス対象者のみならず、どの
公的制度の対象とならないが地域の見守りを必要とする人々も含め積極的な支援を行ってきたもので
ある。なお、併せて「地域包括ケアシステム」についても研修を実施した。
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【５月】
８日　会派代表者会
　〃　 議員互助会役員会
９日　臨時本会議
　〃　 会派代表者会
　〃　 総務文教・民生地域常任委員会研修会
10日　特別支援学校運動会
12日　小野市人権教育研究協議会総会
13日　行政視察来市（埼玉県東松山市）
14日　行政視察来市（京都府舞鶴市）
15日　行政視察来市（埼玉県朝霞市）
21日　行政視察来市（大分県別府市）
22日　北播政経懇話会
　〃　 市議会報編集委員会
　〃　 議員互助会役員会
23日　東播磨地区人権教育研究協議会定例総会
24日　小野市シルバー人材センター定期総会
　〃　 小学校運動会
25日　青野原駐屯地創設38周年記念行事
　〃　 小野市更生保護女性会総会
26日　議会運営委員会
27日　小野市遺族会総会
28日　全国市議会議長会総会（東京）
　〃　 ひまわり会総会
29日　小野市観光協会総会
30日　小野市農会長会総会
31日　小野市保健衛生推進協議会総会
【６月】
１日　小野市消防団消防操法大会
　〃　 市民交流ホール竣工式
　〃　 小野市女性団体連絡協議会総会
２日　６月定例会（第１日）
　〃　 議員協議会
６日　プレミアムキッチン㈱新工場竣工式
７日　小野市詩歌文学賞・小野市短歌フォーラム
18日　小野市防災会議・水防協議会及び国民保護協議会
20日　６月定例会（第２日）
　〃　 議会運営委員会
21日　小野市防衛協会通常総会
23日　６月定例会（第３日）
24日　小野市産業フェスティバル実行委員会準備会
　〃　 小野市防犯協会総会
　〃　 小野市都市計画審議会
25日　総務文教常任委員会
　〃　 民生地域常任委員会
　〃　 民生地域常任委員会研修会
26日　北播政経懇話会
27日　６月定例会（第４日）
　〃　 総務文教常任委員会研修会
28日　社警察署友の会総会
29日　小野加東青年会議所創立50周年記念式典
30日　北播磨総合医療センター企業団議会議員総会
【７月】
１日　高砂市制60周年記念式典
２日　全国市議会議長会基地協議会理事会（東京）
３日　行政視察来市（福岡県筑紫野市）
４日　小野加東加西環境施事務組合議員協議会・臨時会
　〃　 特別支援学校学習参観並びに心肺蘇生講習会
７日　北播衛生事務組合議会議員協議会・臨時会（加東市）
　〃　 播磨内陸医務事業組合議員協議会・臨時会（加東市）
９日～11日　総務文教常任委員会行政視察（長岡市・燕市・新潟市）
10日　小野警察署（仮称）庁舎建築工事起工式
13日　北播磨地区消防操法大会
14日　北播磨こども発達支援センター事務組合議員協議会・臨時会
15日　東播・淡路市議会議長会定例会
16日～18日　民生地域常任委員会行政視察（北上市・横手市・湯沢市）
17日　小野市交通安全対策委員会総会
　〃　 行政視察来市（北海道帯広市）
22日～23日　議会運営委員会行政視察（町田市・藤沢市）
23日　加古川改修促進期成同盟会総会
　〃　 東播磨南北道路建設促進期成同盟会総会
24日　兵庫県市議会議長会総会
　〃　 市議会報編集委員会
　〃　 行政視察来市（埼玉県飯能市）
26日　姉妹都市親善訪問団受け入れ事業歓迎会
30日　国民健康保険運営協議会
31日　北播政経懇話会（加東市）

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

自宅に居ながら議会の傍聴自宅に居ながら議会の傍聴
《市議会LIVE中継実施中!!》
　議会の本会議（定例会・臨時会）が行われている
ときは、インターネットで生放送がご覧いただけま
す。また、過去に行われた本会議の録画も同様です。
いずれも小野市議会ホームページからご覧ください。

ＬＩＶＥ市議会中継　小野市議会 検索

傍聴者休憩室を開設します傍聴者休憩室を開設します

ぜひ、傍聴にお越しくださいぜひ、傍聴にお越しください

　一般質問が行われる２日間は、傍聴の方が休憩
していただけるように議場の隣に傍聴者休憩室を
開設しています。セルフサ
ービスのお茶も用意してい
ますので、お気軽にご利用
ください。

「託児コーナー」開設します「託児コーナー」開設します
　一般質問が行われる９月22日（月）、24日（水）
の午前中は、「託児コーナー」を開設します。就
学前のお子さまをお持ちの保護者のみなさまも議
会を傍聴していただくことができます。ご希望の
方は、９月12日（金）までに議会事務局にお申し
込みください。

　９月定例会は、次の日程
で開催いたしますので、ぜ
ひこの機会に、議会の傍聴
にお越しください。

　定例会の第２日（22日）、第３日（24日）は、議
員の一般質問が行われます。
　一般質問では、市長から提出された議案や、市
政全般について議員が質問し、市長や部長等が答
弁します。なお、一般質問の内容は、質問が行わ
れる日までに市議会ホームページで公開します。
　傍聴の手続きは、本会議の当日に本庁舎５階の
受付で傍聴者名簿に記入するだけです。なお、傍
聴席は34席で、先着順となります。傍聴席が満
席の場合は、第２委員会室（傍聴者休憩室）でテ
レビでの傍聴（ライブ中継）となります。

9月 1日（月）午前10時～　 本会議（第1日）
9月22日（月）午前10時～　 本会議（第2日）

※一般質問実施
9月24日（水）午前10時～　 本会議（第3日）

※一般質問実施
9月29日（月）午後1時30分～ 本会議（第4日）

９
月
定
例
会
日
程

９
月
定
例
会
日
程


